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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

〇 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、従来の Li イオン電池の課題である体積変化について、体積を一定に保つソフト電池を開

発して電池の高容量化を目指すものである。 

一部未達の数値目標はあるが、幾つかの重要な進展があり研究は順調に推移している。研究項目 A.

ポーラス電極の開発では Li イオンの消費が大きく目標未達であるが、計画を変更してカーボンナノチ

ューブ(CNT)スポンジ膜を用いた Cu-CNT/Li により目標達成を目指している。項目 B.スポンジ電極

の開発では、マイルストーンに近い値を達成している。項目 C.多積層セルと、項目 D.ソフト電池につ

いては目標達成に向けて順調に検討が進められている。共同研究者との協力関係もよい。また、多数の

論文を国際的な学術誌に発表していることは評価できる。 


